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(57)【要約】
【課題】挿入部の細径化を図りつつ、検出光を効率的に
受光して視野が広く明るい画像を取得すること。
【解決手段】観察部に先端が対向させられる挿入部３を
備え、挿入部３に、光源から発せられた照明光を先端に
向けて導光し射出面７Ａを有する照明ファイバ５と、観
察部からの検出光を入射させる入射面１９Ａを有する光
透過部材１９と、射出面７Ａおよび入射面１９Ａを導光
方向に交差するほぼ同一方向に同時に向けるように変位
させるアクチュエータ１１とを備える内視鏡１を提供す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部を備えた内視鏡において、
　前記挿入部が、照明光導光部材と、受光部と、光走査部とを有し、
　前記照明光導光部材の外周側面に前記受光部が配置され、
　前記照明光導光部材が、射出面を有し、
　前記受光部が、入射面を有し、
　前記光走査部が、前記射出面および前記入射面を、前記挿入部の長手方向に交差するほ
ぼ同一方向に同時に変位させる内視鏡。
【請求項２】
　前記挿入部の先端が、被写体に対向する位置に配置され、
　前記照明光導光部材が、光源から発せられた照明光を前記挿入部の先端に向けて導光し
、かつ、前記射出面から射出し、
　前記受光部が、前記被写体からの検出光を前記入射面から入射させる請求項１に記載の
内視鏡。
【請求項３】
　前記挿入部の基端側に前記受光部により受光された前記検出光を検出する光検出部を備
え、
　前記挿入部が、前記受光部により受光された前記検出光を前記光検出部へと導光する検
出光導光部材を有する請求項１または請求項２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記受光部が、前記入射面から前記挿入部の基端側に向かってテーパ状に形成されてい
る請求項１から請求項３のいずれかに記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、生体内の組織や細胞の様子を生体内で観察する内視鏡装置が知られている（例え
ば、特許文献１参照）。
　この種の内視鏡装置は、先端に走査型共焦点光学系が組み込まれた挿入部が体腔内に挿
入され、内臓の細胞等が直接観察されるようになっている。
【０００３】
【特許文献１】米国特許第６２９４７７５号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、挿入部の先端にＣＣＤのような撮像素子を配置する場合には、所望の解
像度や視野を確保しようとすると撮像素子が大型化するという不都合がある。この場合に
は、挿入部の先端に設けられる硬性部が長くなって、体腔内における操縦性が悪化すると
いう問題があった。
【０００５】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであって、挿入部の細径化を図りつつ
、検出光を効率的に受光することができる内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明は以下の手段を採用する。
　本発明は、挿入部を備えた内視鏡において、前記挿入部が、照明光導光部材と、受光部
と、光走査部とを有し、前記照明光導光部材の外周側面に前記受光部が配置され、前記照
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明光導光部材が、射出面を有し、前記受光部が、入射面を有し、前記光走査部が、前記射
出面および前記入射面を、前記挿入部の長手方向に交差するほぼ同一方向に同時に変位さ
せる内視鏡を提供する。
【０００７】
　上記発明においては、前記挿入部の先端が、被写体に対向する位置に配置され、前記照
明光導光部材が、光源から発せられた照明光を前記挿入部の先端に向けて導光し、かつ、
前記射出面から射出し、前記受光部が、前記被写体からの検出光を前記入射面から入射さ
せることが好ましい。
【０００８】
　また、上記発明においては、前記挿入部の基端側に前記受光部により受光された前記検
出光を検出する光検出部を備え、前記挿入部が、前記受光部により受光された前記検出光
を前記光検出部へと導光する検出光導光部材を有することが好ましい。
【０００９】
　また、上記発明においては、前記受光部が、前記入射面から前記挿入部の基端側に向か
ってテーパ状に形成されていることが好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、挿入部の細径化を図りつつ、検出光を効率的に受光することができる
という効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の一実施形態に係る内視鏡について説明する。
　本実施形態は、挿入部を備えた内視鏡において、挿入部が、照明光導光部材と、受光部
と、光走査部とを有し、照明光導光部材の外周側面に受光部が配置され、照明光導光部材
が、射出面を有し、受光部が、入射面を有し、光走査部が、射出面および入射面を、挿入
部の長手方向に交差するほぼ同一方向に同時に変位させる内視鏡を提供する。
【００１２】
　また、本実施形態は、挿入部の先端が、被写体に対向する位置に配置され、照明光導光
部材が、光源から発せられた照明光を挿入部の先端に向けて導光し、かつ、射出面から射
出し、受光部が、被写体からの検出光を入射面から入射させることが好ましい。
【００１３】
　本実施形態によれば、光源から発せられた照明光が、照明光導光部材により挿入部先端
に導かれ、射出面から射出されて被写体に照射される。この照明光は、光走査部の作動に
より、射出面が挿入部の長手方向に交差する方向に変位させられることで走査される。
【００１４】
　また、照明光が照射された被写体からの検出光、例えば、反射光、散乱光あるいは蛍光
等が受光部によって受光される。被写体からの検出光は、照明光の射出方向に沿って逆方
向に入射されてくるので、光走査部により、入射面が射出面とともにほぼ同一方向に同時
に向くように変位させられることで、被写体からの検出光を効率的に入射面に入射させる
ことができる。
【００１５】
　検出光を効率的に受光することにより、撮像素子を大型化することなく所望の解像度や
視野を確保することができる。したがって、挿入部の細径化を図りつつ視野が広く明るい
画像を取得することが可能となる。
【００１６】
　また、上記実施形態においては、挿入部の基端側に受光部により受光された検出光を検
出する光検出部を備え、挿入部が、受光部により受光された検出光を光検出部へと導光す
る検出光導光部材を有することとしてもよい。
　このように構成することで、挿入部の先端に検出部を設ける必要がないので、挿入部を
細径化して操縦性の向上を図ることができる。
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【００１７】
　また、上記実施形態においては、受光部が、入射面から挿入部の基端側に向かってテー
パ状に形成されていることとしてもよい。
　このように構成することで、面積の大きい入射面により検出光を効果的に受光すること
ができる。
【００１８】
　以下、本発明の一実施形態に係る内視鏡について、図面を参照して説明する。
　本実施形態に係る内視鏡１は、図１に示すように、ファイバスコープタイプの内視鏡で
ある。この内視鏡１は、光源（図示略）と、挿入部３と、検出部（図示略）と、を備える
。
【００１９】
　光源は、照明光を発する。挿入部３は、体腔内に挿入される。そして、挿入部３の先端
に対向する位置が観察部（被写体）となる。検出部は、挿入部３の基端側に設けられ、観
察部からの戻り光（以下、「検出光」という。）を検出する。検出部としては、ＣＣＤ等
が挙げられる。
【００２０】
　挿入部３は、細長い筒状部材であり、先端端部に射出口１７が形成されている。挿入部
３は、光源から発せられた照明光を長手方向に沿って導光し、射出口１７から射出して観
察部に照射する。そして、挿入部３は、観察部からの戻り光を受光して長手方向に検出部
まで導光する。
【００２１】
　この挿入部３は、光源からの照明光を先端に向けて導光する照明ファイバ５と、観察部
からの戻り光を基端側へ導光する受光ファイバ（検出光導光部材）６とを備えている。
【００２２】
　照明ファイバ５は、弾性変形可能な部材であり、挿入部３の基端側から先端に向かって
長手方向に延在するように配置されている。この照明ファイバ５は、一端が光源に接続さ
れ、他端には、射出端５Ａを有している。
【００２３】
　受光ファイバ６は、照明ファイバ５を同心的に囲むように設けられており、照明ファイ
バ５と同様に、挿入部３の基端側から長手方向に延在するように配置されている。また、
受光ファイバ６は、一端には、開口６Ａを有し、他端が検出部に接続されている。
【００２４】
　また、挿入部３の先端には、偏心レンズ（照明光導光部材）７と、支持部材９と、アク
チュエータ（光走査部）１１と、固定レンズ系１３とを備えている。
　固定レンズ系１３は、射出口１７近傍に配置されている。固定レンズ系１３は、２つの
レンズから構成されている。そして、固定レンズ系１３の被写体側のレンズは射出口１７
によって保持されている。また、固定レンズ系１３の像側のレンズは、不図示の鏡枠によ
って固定されている。そして、光源からの照明光を観察部に向けて広角に拡散させる。一
方、観察部からの検出光、例えば、反射光、後方散乱光あるいは蛍光等を集光する。
【００２５】
　偏心レンズ７は、照明ファイバ５の射出端５Ａと固定レンズ系１３との間に設けられて
いる。すなわち、偏心レンズ７は、一方のレンズ面が射出端５Ａに対向して配置され、他
方のレンズ面が固定レンズ系１３に対向して配置されている。
【００２６】
　また、偏心レンズ７は、支持部材９により支持されている。そして、偏心レンズ７は、
照明ファイバ５から導かれる照明光の光軸に対してレンズ軸を変位または傾いて配置させ
ることが可能である。この偏心レンズ７は、固定レンズ系１３側に照明光を観察部に向け
て射出する射出面７Ａを有している。なお、偏心とは、シフトおよび／またはチルト（光
軸からのずれ）をいうものとする。
【００２７】
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　支持部材９は、偏心レンズ７を支持するとともに観察部からの検出光を受光する。支持
部材９は、筒状に形成されており、先端部９Ａおよび後端部９Ｂを備え、挿入部３の長手
方向に沿って、受光ファイバ６の開口６Ａと固定レンズ系１３との間に配置されている。
すなわち、支持部材９は、先端部９Ａが固定レンズ系１３に対向して配置され、後端部９
Ｂが開口６Ａに対向して配置されている。
【００２８】
　支持部材９の内側には、偏心レンズ７が固定されている。なお、偏心レンズ７は、支持
部材９内の先端部９Ａ側、すなわち、固定レンズ系１３に近接する側に配置するのが好ま
しい。すなわち、偏心レンズ７の射出面７Ａと、支持部材９の先端部９Ａと、は略同一の
平面内に配置するのが好ましい。
【００２９】
　この支持部材９は、図２に示すように、円筒形状の光透過部材（受光部）１９と、この
光透過部材１９を保護するガラス部材からなる内筒２１および外筒２３とによって構成さ
れている。なお、光透過部材１９としては、ガラス材料、例えば、石英ガラスが用いられ
る。
【００３０】
　光透過部材１９は、入射面１９Ａを有している。また、光透過部材１９は、入射面１９
Ａが固定レンズ系１３に対向するとともに、他端が受光ファイバ６の開口６Ａに対向する
ように配置されている。すなわち、光透過部材１９の入射面１９Ａは、偏心レンズ７の射
出面７Ａとほぼ同一方向を向いて配置されている。そして、観察部からの検出光は、固定
レンズ系１３によって集光された後、入射面１９Ａから光透過部材１９に入射する。
【００３１】
　なお、支持部材９は、先端部９Ａの外筒２３周りがアクチュエータ１１により保持され
、後端部９Ｂの外筒２３周りがゴム等のリング状部材２５によって保持されている。ここ
で、リング状部材２５は、三角形状を、三角形状の何れかの一辺に平行な軸の周りに回転
させた立体形状をなしている。図１においては、該軸は、照明光の光軸に対応する。そし
て、該三角形状を構成する頂点のうち該一辺に含まれない頂点を、該軸の周りに回転させ
ることによって結ばれる線が、支持部材９の有する外筒２３に接触している。
【００３２】
　アクチュエータ１１は、リング状部材２５を支点として、支持部材９の先端部９Ａを固
定レンズ系１３に対して揺動させる。すなわち、アクチュエータ１１は、支持部材９の先
端部９Ａを揺動させることで、偏心レンズ７の射出面７Ａおよび光透過部材１９の入射面
１９Ａを挿入部３の長手方向（言い換えれば、照明光の導光方向）に交差するほぼ同一方
向に同時に向けるように変位させる。
【００３３】
　このように構成された本実施形態に係る内視鏡１の作用について説明する。
　内視鏡１により生体の観察部を観察するには、体腔内に内視鏡１の挿入部３を挿入し、
光源から照明光を発生させる。光源から発せられた照明光は、照明ファイバ５により挿入
部３の先端へと導かれ、偏心レンズ７および固定レンズ系１３を介して射出口１７から射
出される。
【００３４】
　挿入部３の射出口１７を観察部に対向させて（より具体的には、固定レンズ系１３の最
も被写体側のレンズ面を観察部に向けて）配置し、照明光を照射する。そして、アクチュ
エータ１１により、支持部材９の先端部９Ａを固定レンズ系１３に対して揺動させる。こ
れにより、偏心レンズ７の射出面７Ａが挿入部３の長手方向に交差する方向に変位させら
れ、射出面７Ａから射出された照明光が観察部上で走査される。
【００３５】
　照明光が照射された観察部からの反射光、後方散乱光あるいは蛍光等の検出光は、照明
光の射出方向に沿って逆方向に戻り、固定レンズ系１３を介して光透過部材１９の入射面
１９Ａに入射する。この場合に、光透過部材１９の入射面１９Ａは、アクチュエータ１１
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により、偏心レンズ７の射出面７Ａと一体的に同一方向に向くように変位する。
【００３６】
　すなわち、入射面１９Ａは、偏心レンズ７の射出面７Ａとほぼ同一方向を向いて配置さ
れているため、照明光の走査時に支持部材９の先端部９Ａを揺動すると、光透過部材１９
の入射面１９Ａも、偏心レンズ７の射出面７Ａとともにほぼ同一方向に同時に向くように
変位する。これにより、照明光の射出方向に沿って逆方向に戻る観察部からの検出光は、
効率的に入射面１９Ａに入射する。
【００３７】
　光透過部材１９に受光された検出光は、受光ファイバ６に伝送されて検出部へと導光さ
れる。検出部においては、検出光により観察部の像が撮影されて画像が取得される。
【００３８】
　以上説明したように、本実施形態に係る内視鏡１によれば、偏心レンズ７の射出面７Ａ
とほぼ同一方向に同時に向けられる光透過部材１９の入射面１９Ａにより、照明光の射出
方向を逆方向に戻る検出光を効率的に受光することができる。また、偏心レンズ７を支持
する支持部材９の一部が光を透過する部材により構成されることで、挿入部３に別途受光
光学系を設ける必要がない。したがって、撮像素子の大型化を防止することができるとも
に、挿入部の細径化を図ることができる。
【００３９】
　また、被写体からの検出光を撮像素子に導光する検出光学系が、固定の場合、光学系は
ある所定のＮＡを持つ。そのため、照明ビームを走査した場合、周辺部までの反射、散乱
光を検出することが難しくなる。一方、単に検出光学系のＮＡを大きくすると、解像度の
低下を招く。これに対し、本実施形態に係る内視鏡１によれば、偏心レンズ７の射出面７
Ａとほぼ同一方向に同時に向けられる光透過部材１９の入射面１９Ａにより、所望の解像
度や視野を確保した上で、明るい画像を取得することができる。
　また、受光ファイバ６によって検出光を検出部に導光するので、挿入部３の先端に検出
部を設ける必要がなく、挿入部３をより細径化して操縦性を向上させることができる。
【００４０】
　なお、本実施形態においては、支持部材９が円筒形状の光透過部材１９を備えることと
したが、これに代えて、例えば、図３に示すように、支持部材１０９の内筒２１と外筒２
３の間に、長手方向に延在する光透過部材１１９を周方向に部分的に設けることとしても
よい。この場合、支持部材１０９の周方向にわたり、光透過部材１１９と、不必要な光を
遮蔽する遮蔽部材１３１と、を交互に配置する。そして、長手方向に関し、光透過部材１
１９の一方の端面が、固定レンズ系１３に対向するように配置し、他方の端面が受光ファ
イバ６の開口６Ａに対向するように、支持部材１０９を配置することとすればよい。
【００４１】
　このように光透過部材１１９を支持部材１０９の周方向にわたって部分的に設けること
で、検出光を効率的に受光しつつ、支持部材１０９の強度の確保および不要光の軽減を図
ることが可能となる。なお、遮蔽部材１３１は、光を遮断できる材質であればよく、内筒
２１、外筒２３と同様の材質としてもよい。
【００４２】
　また、例えば、図４に示すように、支持部材２０９の先端部２０９Ａから後端部２０９
Ｂに向かって光透過部材２１９をテーパ状に形成することとしてもよい。言い換えれば、
光透過部材２１９を入射面２１９Ａからテーパ状に形成することとしてもよい。
　このようにすることで、面積の大きい入射面２１９Ａにより検出光を効果的に受光する
とともに、後端部２０９Ｂの内筒２２１および外筒２２３の幅を厚くして、支持部材２０
９の強度を確保することが可能となる。また、後端部２０９Ｂ側の出射面の面積が、入射
面２１９Ａの面積に比して小さいため、径の小さい受光ファイバ６に、効率的にカップリ
ングすることが可能となる。
【００４３】
　また、本実施形態においては、支持部材９をリング状部材２５により保持することとし
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たが、支持部材９の支点は、支持部材９を保持しつつアクチュエータ１１による揺動の支
点となるものであれば他の態様であってもよい。例えば、支持部材９の周方向に間隔をあ
けて複数の支点を配置し、支持部材９を部分的に保持することとしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の一実施形態に係る内視鏡の挿入部の長手方向の断面図である。
【図２】図１の支持部材のＡ－Ａ断面図である。
【図３】本発明の一実施形態の変形例に係る支持部材の半径方向の断面図である。
【図４】本発明の一実施形態の別の変形例に係る挿入部の長手方向の断面図である。
【符号の説明】
【００４５】
１　内視鏡
３　挿入部
５　照明ファイバ
６　受光ファイバ（検出光導光部材）
７　偏心レンズ（照明光導光部材）
１１　アクチュエータ（光走査部）

【図１】

【図２】

【図３】
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